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開
催

「東北のまつり」ラッピング車両お出迎えの様子

「
東
北
の
ま
つ
り
」
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両
運
行

陸
羽
東
線
「
新
緑
」
速
度
低
下
運
転

　

東
北
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
特
別
企
画
「
東
北
の
ま
つ
り
」
ラ
ッ
ピ
ン

グ
車
両
の
運
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
南
東
北
の

お
祭
り
の
賑
わ
い
を
感
じ
ら
れ
る
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
施
さ
れ
た
列
車
で
す
。
運
行
初
日
の

４
月
17
日
は
鳴
子
温
泉
駅
に
て
、
JR
の
皆
さ
ま

と
観
光
協
会
役
員
で
横
断
幕
を
持
ち
お
出
迎
え

を
行
い
ま
し
た
。
運
行
２
日
目
か
ら
は
日
曜
日

の
み
お
出
迎
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
感

染
症
対
策
の
為
「
な
る
子
ち
ゃ
ん
」
は
お
休
み

し
、
ホ
ー
ム
で
は
人
と
の
間
隔
を
空
け
て
お
も

て
な
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
仙
台
駅
か
ら
鳴
子

温
泉
駅
を
通
り
新
庄
駅
ま
で
の
直
通
列
車
で
、

座
席
は
全
席
指
定
席
に
な
り
ま
す
。
ご
利
用
の

際
は
お
気
を
つ
け
下
さ
い
。
ま
た
、
鳴
子
峡
付

近
で
は
速
度
低
下
運
転
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
特
別
な
音
楽
祭
が
２

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
場
所
は
「
え

き
な
か
」
で
は
な
く
「
上
野
々
森
林
ス
ポ
ー
ツ
公

園
」。
入
場
料
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
下
さ
い
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
お
越
し
の
際

は
感
染
症
予
防
対
策
に
ご
協
力
下
さ
い
。
ま
た
、

や
む
を
得
ず
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
予

め
ご
了
承
下
さ
い
。

　
【
開
催
日
】
５
月
４
日(

火)

入
場
無
料

　
【
時　

間
】
14
時
00
分
～
15
時
30
分

　
【
場　

所
】
上
野
々
森
林
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　

※

鳴
子
温
泉
駅
よ
り2500m

　
【
出　

演
】
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー　

古
関
佳
宏

　
　
　
　
　

 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン　

佐
藤
実
治

　
　
　
　

ピ
ア
ノ･

ヴ
ォ
ー
カ
ル　

及
川
久
美
子

　
【
主　

催
】
大
崎
市
鳴
子
温
泉
駅
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

音
楽
祭
実
行
委
員
会

　
【
連
絡
先
】090-4885-4754

(
高
橋
)

「
東
北
の
ま
つ
り
」
運
行
カ
レ
ン
ダ
ー

　

〇
印　

運
行
日(

全
席
指
定)

　

下
り　

仙
台
駅
発
９
時
07
分

　
　
　
　

鳴
子
温
泉
駅
着
11
時
01
分

　
　
　
　

新
庄
駅
着
12
時
27
分

　

上
り　

新
庄
駅
発
15
時
00
分

　
　
　
　

鳴
子
温
泉
駅
着
16
時
00
分

　
　
　
　

仙
台
駅
着
17
時
40
分

【
発
行
】
鳴
子
温
泉
観
光
協
会

宮
城
県
大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
湯
元
２-

１

　

℡　

0229-83-3441
 https://www.welcome-naruko.jp

令和 3 年 4 月 22 日
現在の情報により作
成しております。
イベントや内容に変
更がある場合もあり
ますので、予めご了
承下さい。

◇
鳴
子
ダ
ム
す
だ
れ
放
流
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　
(
５
月
１
日
～
予
定
)↓
中
止

【
問
合
せ
】
鳴
子
ダ
ム
℡0229-82-2341

◇
お
く
の
ほ
そ
道
湯
め
ぐ
り
号

　
　
　
　
　
　
(
９
月
～
11
月
)↓
中
止

【
問
合
せ
】
鳴
子
温
泉
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡0229-83-3441

◇
鳴
子
温
泉
エ
ン
ジ
ョ
イ
ラ
イ
ド

　
　
　
　
　
　

↓
延
期
(
秋
季
開
催
予
定
)

【
問
合
せ
】
鳴
子
温
泉
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡0229-83-3441

開催中止･延期のお知らせ

自
転
車
バ
イ
ク
ス
タ
ン
ド
設
置

ゆ
め
ぐ
り
広
場
手
湯
前
花
壇
整
備

　

今
年
も
自
転
車
用
の
バ
イ
ク
ス
タ
ン
ド

を
鳴
子
温
泉
駅
前
に
設
置
し
ま
し
た
。
鳴

子
温
泉
に
自
転
車
で
お
越
し
い
た
だ
い
た

お
客
様
は
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
駅

構
内
の
観
光
案
内
所
で
は
自
転
車
の
空
気

入
れ
を
常
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な

方
は
お
声
が
け
下
さ
い
。
ま
た
、
５
月
か

ら
有
料
レ
ン
タ
ル
自
転
車
を
始
め
る
予
定

で
す
。
詳
し
く
は
観
光
案
内
所
ま
で
お
問

合
せ
下
さ
い
。℡0229-83-3441

　

鳴
子
温
泉
観
光
協
会
で
は
、
毎
年
春
に

エ
ン
ジ
ョ
イ
ラ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
例
年
多
く
の
皆
さ
ま
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
昨
年
度

は
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年

度
も
春
開
催
を
延
期
し
、
秋
季
に
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

ゆ
め
ぐ
り
広
場
手
湯
前
花
壇
を
駅
前
花

店
「
ふ
ろ
ー
ら
」
さ
ん
に
、
綺
麗
な
花
を

植
栽
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東
北
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ

せ
て
、
今
年
は
早
め
の
整
備
に
な
り
暖
か

な
春
に
合
わ
せ
雰
囲
気
も
明
る
く
な
り
ま

し
た
。

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
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５月 ６月

鳴
子
温
泉
駅[

番
外
編]

場
所
は
上
野
々
森
林
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
す

ゆめぐり広場手湯前花壇の様子

　

４
月
24
日
(
土
)
～
５
月
９
日
(
日
)

の
期
間
、
鳴
子
峡
付
近
で
速
度
低
下
運
転

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
速
度
低
下
運
転
は
該

当
区
間
を
10
時
～
15
時
に
運
行
す
る
列
車

で
す
。
新
緑
が
綺
麗
な
鳴
子
峡
を
ご
覧
下

さ
い
。



【おくのほそ道】

　芭蕉と曽良が鳴子を訪れたのは旅立ちから 47 日目の元禄 2年 7月 1日（旧暦 5月 15 日）。平泉から引き返し仙
台から出羽に出ようとして尿前の関にたどり着いたものの通行手形を持っていなかったため、関守に隠密かと怪
しまれなかなか通過を許されなかったという。尿前の関は仙台の伊達藩と出羽の新庄藩との国境で重要な関所で
した。ようやく通行を許可された芭蕉は、鳴子の湯に浸かる余裕もなく中山越に足を進め、その日のうちに出羽
の堺田に着いたようです。
＊おくのほそ道一部抜粋
　南部道遥かにみやりて岩手の里に泊る。小黒ヶ崎、みづの小島を過ぎて、なるごの湯を川向こうに見て尿前の
関にかかりて出羽の国に越えんとす。此の路旅人稀なる所なれば、関守に怪しまれて漸として関を越す。大山を
のぼって日既に暮れければ、封人の家を見かけて舎を求む、三日風雨ありてよしなき山中に逗留す。
　　　　　　　　　　　　　　－蚤虱（のみしらみ）馬の尿（ばり）する枕もと－

《鳴子温泉郷についておさらい企画》第３弾

【尿前の関と出羽街道中山越】

　俳聖・松尾芭蕉と門人・河合曽良が江戸深川からおくのほそ道へと旅立ったのは元禄 2年（1689 年）、芭蕉 46 歳・
曽良 40 歳の時でした。二人が仙台藩に入ったのは 5月のこと。仙台～宮城野～塩釜～松島～石巻を経て一路平泉
へと足を運び、再び南下して岩出山～鳴子にたどり着きました。おくのほそ道は芭蕉が崇拝する西行の五百回忌
を迎える年に発ち、奥州・北陸道を巡った全行程 2400 ㎞・日数約 150 日間の旅で、古の歌人の足跡を訪ねたり、
31 歳にして没した悲運の将・源義経を追慕する旅だったともいいます。

「月日は百代の過客にして、行きかふ年も又旅人也・・・」
この冒頭文で有名な松尾芭蕉の「おくのほそ道」。

今回は鳴子温泉郷と松尾芭蕉の歴史を調べてみました。

～鳴子温泉郷各観光施設営業状況～

※上記内容は４月２２日現在の情報により作成しております。状況により内容が変更になる場合がありますので、ご利用の際は施設にご確認下さい。

鳴子温泉郷の旅館ホテル･観光施設の営業状況は

鳴子温泉郷観光協会ホームページのリンクから確認できます

【現在のおくのほそ道（出羽街道中山越）】

　芭蕉のたどった足跡は「歴史の道」「奥の細道」として整備され、鳴子・中山平温泉の森の中には「古道・出羽
街道中山越」が現在も残されています。「尿前の関跡」から「封人の家」までの約 10 ㎞の区間を歩くことができます。

≪日本こけし館≫　TEL:0229-83-3600
　「木地玩具とだるま展」開催中
　こけし工人実演（土日限定開催）
　【営業時間】９時００分～１５時００分 (５月 )
　【料金】大人 400 円、高中校生 160 円、小学生 120 円
　こけし絵付け体験 1,100 円
≪鳴子峡レストハウス≫　TEL:0229-87-2050
　【営業時間】９時００分～１６時００分
　※食堂は１１時００分～１４時００分
≪鳴子峡遊歩道中山平口･鳴子口≫　TEL:0229-82-2111
　【開放時間】 ９時００分～１６時００分
　※4/23 ～ 12 時から OPEN 予定
≪大深沢遊歩道≫≪鳴子オルレ≫
　【開放時間】常時開放　※4/23 ～ OPEN 予定
≪潟沼レストハウス≫
　【営業時間】１０時００分～１５時００分　※不定休
≪鳴子ダム≫　TEL:0229-82-2341
　ダムカード配布・ダム見学会は一時休止しています。
　【休止期間】４月６日～５月５日まで
　※５月５日以降の状況についてはお問合せ下さい。

≪オニコウベスキー場（グリーンシーズン）≫
　TEL:0229-86-2111
　「Ｇ．Ｗ．イベント」（5/2-5/5）開催予定
　【営業状況】土・日・祝日、ＧＷ（5/1-5/5）、
　　　　　　 夏休み期間（7/17-8/22）
≪すぱ鬼首の湯≫　TEL:0229-86-2493
　【営業時間】１０時００分～１８時００分
　【料金】大人 600 円、子供 300 円
≪吹上高原キャンプ場≫　TEL:0229-86-2493
　【受付時間】９時００分～１７時００分
≪レストラン鳴子の風≫　TEL:0229-86-2288
　【再開予定日】４月２４日（土）～予定
≪かんけつ泉≫　TEL:0229-86-2233
　【営業時間】１０時００分～１５時００分
　１０時００分～１６時００分（5/2-5/5）
　【定休日】５月４･５日を除く火･水･木曜日
　【料金】大人 500 円、小中学生 200 円
≪地獄谷遊歩道（鬼首）≫
　【開放時間】常時開放　※熱湯・倒木注意

検索→「鳴子温泉郷」


